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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 妊娠初期12週以前は胎児では器官形成期に相当し，

成長発育に関連性の強い下垂体一甲状腺系もその調節

系は未熟である．従って，胎児側甲状腺機能調節は母

体側甲状腺ホルモンと初期胎盤での代謝が主役をなす

と考えられるため，特にこの時期における，ヒト絨毛

および脱落膜での甲状腺ホルモン代謝について検討し

た．

 方法

 人工妊娠中絶（6～11週）で得られた絨毛および脱

落膜をKRP buffer， pH 7．4にてhomogenateし，さ

らにouter ringにラベルした1251－thyroxine（T4），1251・

riiodothyronine（T3）或いは1251－reverse T3（rT3）

を加えて，20mMDTT存在下に空気中で37℃，60分間

のincubationを行なった．その代謝産物をペーパーク

ロマトグラフィ，又は薄層クロマトグラフィにより分

離し，各生成率（％）を算出した．

 結果

 絨毛では，T4は95％以上代謝されてrT3が生成さ

れ，さらにrT3は約20％が代謝された． T3ばほぼ100％

代謝されたが，3，31・diiodothyronine（T、）の生成率は

低く，3’・monoiodothyronine（T、）が100％近く生成さ

れた．

 脱落膜ではT、とrT3の脱ヨード反応はみられな

かったが，T3か日3，3〆・T2への代謝は認めた．

 考察

 甲状腺より分泌されたT4は末梢組織で脱ヨードさ

れ，強い甲状腺ホルモン作用を有するT3或いは生物活

性を持たないrT3に転換される．最近，ヒト成熟胎盤に

おけるこれらホルモンの脱ヨード反応が明らかにされ

つつあり，T4はrT3へ， T3は3，31－T2と3〆一T、へと，生物

活性のある甲状腺ホルモンから不活性なものへと代謝

されることが報告されているが，本実験では，初期絨

毛においても成熟胎盤と同様な経路へ代謝されること

が明らかにされた．しかし，ヒト成熟胎盤では脱ヨー

ド反応がおきないおされているrT3は，初期絨毛では

約20％代謝された．また，脱落膜は一般に，妊娠中の

ホルモン産生にはほとんど関与しないとされてきた

が，最近，羊水中へのpro覧actinの分泌， prostaglandins

の生成・代謝等の機能も知られていることから，初期

絨毛と同様に甲状腺ホルモン代謝に関与しているかど

うかを検討したところ，T、，rT3の脱ヨード反応はみら

れないこと，しかし，T3代謝は行なわれていることが

明らかにされた．

 結語

 妊娠初期のヒト絨毛，脱落膜ホモジネートを用いて，

勿a伽。甲状腺ホルモン代謝の実験を行ない，以下の

結果を得た．

 1）初期絨毛では，成熟胎盤同様，T4からrT3，T3か

ら3，3〆一T2，3’一T、のinner ringの脱ヨード反応が認めら

れ，T、からT3の代謝は認めなかった．一方，成熟胎盤

と異なり，rT3代謝が認められた．

 2）脱落膜では，T、， rT3代謝はほとんど認めなかっ

たが，T3代謝はみられたことから，強い生物活性を持

つT3のみは，初期絨毛と一致して崩壊させる方向へと

働くことが推測された．
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 3）胎盤完成前においても，T、， T3の母児間差が生

じ，胎児側が低値を保つ理由として，初期絨毛での代

謝の関与が示唆され，胎児下垂体一甲状腺系が未熟な

時期においても，胎児代謝（Low T3ノ， High rT3）に

合致した代謝調節を初期胎盤が行なっていることが推

測された．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は初期絨毛及び同時期の脱落膜におけ’る甲状腺ホルモン代謝をトレーサー実験により活性型

T4， T3が非活性型rT3及びT2， T1へと迅速に代謝されることを証明し，更に脱落膜でも最も活性の高

いT3がT2へと代謝されることを明らかにした．胎児自身の調節系が不充分な器管形成期においてそ

の代謝調節に絨毛脱落膜が関与することを明らかにした学術上価値ある論文と認める．
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